
Webレスポンスの⾼速化と安定性を両⽴︕
CDNで実現する落ちないWebサイトづくりとは

JOCDN株式会社 宮地慧



会社紹介
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u ⾼品質な国産CDNサービスの実現を⽬指し、2016年12⽉に
IIJと⽇本テレビの合弁会社として設⽴したCDN事業会社

u 東京、⼤阪、名古屋の⺠放局とWOWOW、NHKの出資によ
り運営しています



会社紹介

u 弊社サービスをご利⽤中の放送局関連サービス（順不同・抜粋）
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現在は、国内向けのゲーム配信、Webサイト配信、eラーニング
などにCDNサービスを提供しています



会社紹介

2017 2018 2019 2020 2021 2022
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u 最⼤配信帯域830Gbps/同時接続数70万のライブ配信実績
u ⽇常的に1Tbps超の配信を実施、同時接続数100万超

u サービス開始当初から転送量は約20倍に



JOCDNの特徴

国内単⼀拠点に開発・構築・運⽤・サポート拠点を構え、

CDNサービス基盤を⼀元的に運⽤監視。

エッジサーバを含めてすべて国内の⾃社設備にて管理。

IIJとのパートナーシップによりインフラ増強も柔軟。
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CDNとは
u コンテンツデリバリーネットワーク（Content Delivery Network）の略称で、
インターネット上でコンテンツ配信を⾼速かつ効率良く⾏なう技術・サービス
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CDNを利⽤しないアクセス
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ユーザがサーバへコンテンツをリクエスト

サーバがコンテンツを返却



CDNを利⽤するアクセス
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u ⼀度、オリジンサーバへアクセスされたコンテンツのコピーをCDNサーバでも保持
u ⼆度⽬以降のアクセスはCDNサーバから⾼速にかつ広帯域で返却可能に

オリジナル

コピー

コピー



広帯域・ハイスペックな
キャッシュサーバとストレージを配備
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u 多数のユーザへ広帯域・⾼速な
サーバから直接コンテンツを返
却

u オリジンサーバ１台だった場合
に⽐べて耐障害性が⼤幅に向上



設備を利⽤した分だけコスト負担
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u ⼤量のアクセスによるオリジン
サーバの負荷を低減

u 突発的な⼤量のアクセスに備え
て余剰リソースを抱えることに
⽐べて、従量課⾦のためコスト
パフォーマンス⾼く対応可能

u 運⽤負荷が低減

サーバエンジニア
が監視・運用



CDNを利⽤するメリット

u ⼤量のアクセスによるオリジンサーバの負荷を低減

u 直接ユーザへ広帯域・⾼速なサーバからコンテンツを返却

u 耐障害性が向上

u 突発的な⼤量のアクセスに備えて余剰リソースを抱えるこ
とに⽐べて、従量課⾦のためコストパフォーマンス⾼く対
応可能

u 運⽤負荷が低減

u Etc..
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CDNを利⽤する際の注意点
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u コンテンツのコピー（キャッシュ）には有効期限を設定可能
u アクセス時に有効期限が切れたキャッシュへのリクエストだった場合は、CDNがオリジンサ
ーバへ更新確認を実施

新たなオリジナル

期限切れキャッシュ
（旧オリジナルのコピー）

キャッシュの更新確認

新たなオリジナル



CDNを利⽤する際の注意点

u プライベートコンテンツとパブリックコンテンツを明確にし
CDN利⽤させるさせないを決める

u TTLを適切に設定しコンテンツのユーザ反映遅延を最適にする
u アクセスされたくないコンテンツがCDNへキャッシュされてし
まった場合、コンテンツのCDNでの削除（パージ）が必要

u コンテンツのバリエーションを落としてキャッシュヒット率を
⾼める

u ⼤量のコンテンツを⼀度に公開する場合は、コンテンツの事前
キャッシュ（ワームアップ）を検討

u オリジンサーバではログが⼗分に解析できなくなるため、クラ
イアント側のアクセス解析もしくはCDNのログサービスを利⽤
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ご清聴ありがとうございました
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